
九州の鉱工業生産動向
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［基調判断］………在庫調整の進展などにより、生産は持ち直しの動き

２００９年５月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、在庫調整などが進展しており、前月比

７．４％上昇し３ヵ月連続で前月実績を上回りました。九州地区の生産には全国と同様に持ち直しの動

きがみられます。

［業種別動向］………輸送機械工業、電子部品・デバイス工業が大きく上昇

鉱工業生産指数の前月比７．４％の上昇について、業種別に寄与度を見ると、化学工業などでマイナ

スになったものの、輸送機械工業、電子部品・デバイス工業をはじめ多くの業種（１７業種中１３業種）で

プラスとなりました。輸送機械は自動車メーカーの減産緩和、電子部品はゲーム機やアジア向け携帯

電話などの需要が増加していることが反映されました。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………厳しい情勢の中、一部に持ち直しの動き

企業部門は生産活動に回復感が見られます。また、企業倒産も、件数・負債総額ともに前年比減少

しました。しかしながら家計部門は、依然として生活防衛意識が強く、大型小売店販売額は前年を下

回っています。また、新設住宅着工も、住宅市場の冷え込みの影響で分譲をはじめ持家、貸家ともに

前年比減少し、公共投資も前年実績を下回りました。

福岡県の景気は、厳しい情勢にあるものの、生産活動など一部に回復の兆しが出てきているといえ

ます。

［生産活動］……………総合指数は２ヵ月連続で上昇

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、基幹産業である自動車が減産幅を緩和した

ことなどの影響で、総合指数は７２．４と、前月比

２．８％上昇しました。

総合指数の上昇は２ヵ月連続となり、生産活動

は最悪期を脱しつつあるといえます。

主要業種では一般機械は前月比２９．２％低下、鉄

鋼はほぼ横ばい、輸送機械は前月比５３．０％上昇、

化学は前月比２３．８％上昇しました。

［大型小売店］……………百貨店は減少、大型スーパーは増加

百貨店では主力の衣料品や身のまわり品が伸び

悩み苦戦しました。また、ゴールデンウィークも

「１０００円高速」の影響で郊外に人が流れたことも

あり売上を伸ばせず、前年比１１．７％減となりまし

た。

一方、スーパーは消費者が外食を控える節約志

向の影響で食料品が堅調で前年比２．０％増加しま

した。

トータルでは前年比４．３％減の５４２億円となり、

依然として消費者の生活防衛意識が強く働いてい

るといえます。

福岡県経済動向
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［住宅建設］…………貸家・分譲の減少が著しく６ヵ月連続の前年割れ

５月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

１８．０％減の７１５戸、貸家で同６７．９％減の８３９戸、分

譲で同５０．２％減の８１２戸となり、全体では同５３．９％

減の２，３６７戸となりました。

前年同月と比較すると、貸家・分譲住宅の着工

が半分以下と著しく減少していますが、これは住

宅市場の冷え込みから、在庫処分を優先させる業

者の動向が、着工を抑制しているためと考えられ

ます。

［公共工事］……………件数は増加、請負金額は減少

５月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比２０．１％増の３７１件、金額が同６５．６％

減の２２０億円となりました。

これは前年同月に、九州新幹線関連の大型工事

の発注があったため、その反動によるもので全国

とは異なった動きを示しています。

発注者別では、「県」が九州歴史資料館本館棟

新築工事などで前年比１８４．７％増でしたが、「国」

「独立行政法人」「その他公共的団体」で発注が

減少しました。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに減少

６月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、公共工事の前倒し発注などが歯止めをか

け、件数は前年比２．０％減の４８件、負債総額は同

３８．７％減となる１７１億円となりました。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………厳しい状況が続くなか、総合生産指数が
プラスに転じる

生産面では、電子部品・デバイスが大幅に増加し、総合指数は７ヵ月ぶりにプラスに転じました。

個人消費は所得環境の悪化などにより節約志向が強まって前年を下回り、住宅建設も全般的に慎重姿

勢で推移していますが、公共工事の件数が増加しているほか、企業倒産も落ち着いた状況が続いてい

ます。

［生産活動］……………電子部品・デバイスが大きく上昇し、７ヵ月ぶ
りに総合指数はプラスに転じる

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比６．３％上昇し７６．３となり

ました。

一般機械や食料品・たばこは前月比低下、輸送

機械はほぼ横ばいに留まりました。しかし、生産

調整の緩和により電子部品・デバイスが大きく上

昇し、総合指数は７ヵ月ぶりに前月比プラスとな

りました。

［大型小売店］……………生活防衛意識が強く前年比４．７％減

５月の県内大型小売店販売高は、消費者の生活

防衛意識が強く働くなか、前年比４．７％減の１４１億

円と前年実績を下回りました。衣料品や身の回り

品の落ち込みが続く中、比較的堅調な食料品と家

庭用品は前年比プラスとなりました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………貸家の減少などで前年比３８．４％減

５月の新設住宅着工戸数は、全体では前年比

３８．４％減の６５０戸と、前年を下回りました。持家

で同４．９％減の３０８戸、分譲は戸建の減少により同

１５．８％減の４８戸となりました。貸家は同５６．８％減

の２９０戸と大きく減少しました。

［公共工事］……………件数は増加するが、請負金額は減少

５月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比９．１％増の２２７件、金額が同４７．８％減

の９４億円と、件数は前年を上回りましたが請負金

額は下回りました。

発注者別の請負金額をみると、「国」は同２．５％

減、「独立行政法人等」は前年に請負額が大きかっ

た九州新幹線関連工事の影響などで同７７．２％減と

なり、「県」は同３．６％減、「市町村」で同７５．５％

増加したものの、「その他」で同１０．９％減と、合

計では前年を下回りました。

［企業倒産］……………件数は増加、負債総額は前年並み

６月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比２５．０％増の２０件、負債総額

が同０．２％減の３７億３，８００万円となりました。前年

に比べて、小口の倒産件数が増加しましたが、負

債総額はほぼ前年並みにとどまりました。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向
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長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２０００年＝１００）

（出所）長崎県
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］………厳しい状況続くが、生産活動や公共工事は好転

生産面では、業種別の動きは一定でないものの、鉱工業生産総合指数は６ヵ月ぶりに前月比プラス

に転じました。大型小売店販売額は前年割れが続き、住宅投資の動きも弱いものの、県や市町からの

前倒し発注に加え、国からの発注増で公共工事は大幅増となりました。

［生産活動］……………６ヵ月ぶりに総合指数はプラスに転じる

４月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８１．４と前月比１４．０％上昇し、６

ヵ月ぶりに前月比上昇に転じました。半導体の生

産が減少した電子部品・デバイスや、一般機械な

どで指数は低下しました。

一方、輸送機械や食料品・たばこは堅調に推移

し、前月比上昇しました。

［大型小売店］……………節約志向強まり前年比４．８％減

４月の県内大型小売店販売高は、消費者の節約

志向が強まるなか、前年比４．８％減の９６億円とな

りました。

業態別にみると、百貨店での販売高は同８．０％

減、大型スーパーの販売高は食料品が堅調で、同

３．４％の減少に留まっています。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［企業倒産］……………件数、負債総額ともに前年比減少

６月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比２９．４％減の１２件、負債総額

が同６６．２％減の１５億９，３００万円となりました。４

月以降、公共工事の前倒し発注効果などもあり、

件数、負債総額ともに前年比減少しました。

［公共工事］……………件数金額とも「国」「独立行政法人」等からの
受注増で大幅に増加

５月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比６３．１％増の１９９件、金額が同１４７．０％

増の１０４億円と、件数、請負金額とも政府の経済

対策等を受け、前年比大幅に増加しました。

発注者別の請負金額をみると、「国」は横瀬貯

油所護岸工事などで、「独立行政法人」では長崎

大学病院の改修工事で同大幅増となり、「県」は

同０．６％減ながら、「市町」では平戸市堤漁港のほ

か小口の積み上げで同約３倍と大きく増加しまし

た。

［住宅建設］……………貸家の増加により前年比２．９％増

５月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比２．９％

増の２１５戸、貸家で同３９．６％増の１８７戸、分譲で同

７９．３％減の１２戸となりました。給与住宅は１０件と

なり、全体では同５．７％増の４２４戸と前年を上回り

ました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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